
氏名 石原 　潤

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

１、平成20～22年度科学研究費基盤研究（C)「中国の集市流通システムの近年における変容に関する研究（研究
代表者）
２、平成19～21年度科学研究費基盤研究（A)「アジア太平洋地域の環境モニタリングに向けた地図・空中写真・
気象観測資料の集成（連携研究者）

１学長
２学校法人奈良大学理事

１、人文地理学会協議員
２、明日香保存財団理事
３、文部科学省教科用図書検定審議委員、同地理小委員長
４、平城ニュータウン文化協会台26回総会で講演「中国の都市はどう変わったか」2008年5月25日
５、奈良県教育振興会第25回教育セミナーで講演「中国都市の現状」2008年8月4日

最終学歴

現在の専門分野

所属学会

研究課題

平　成　２０　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本地理学会、人文地理学会、経済地理学会、歴史地理学会、東北地理学会、地理科学学会、
名古屋地理学会、奈良地理学会、日本南アジア学会、史学研究会

農村地理学の研究、伝統的市場の研究、中国の地域研究、南アジアの地域研究

1968年7月京都大学大学院文学研究科博士課程退学

人文地理学、アジア地域研究



①
共編著

①
石原 潤「中国の集市
の革命後の変遷」

単著

②

石原 潤「銀川市にお
ける青果物の流通につ
いて」

単著

③
石原 潤「外邦図は使
えるか」

単著､

①

②

③

④

⑤

①
石原 潤「中国の地図
事情に思う」

単著

②
石原 潤「中国の都市
はどう変ったのか」

単著

③
単著（書評〉荒井良雄ほか

編『中国都市の生活空
間』

日本地理学会会長講演を基に執
筆。科研費基盤研究（C)によ
る。

地理学評論（日本地理学会）82巻
２号

奈良大学文学部地理学科2008年4月

地図情報（地図情報センター）28
巻1号

層富（平城ニュータウン文化協
会）25号

地理学評論（日本地理学会）81巻
8号

2008月5日

2008年12月

2008年11月

石原潤ほか編『寧夏回族自治区の
経済と文化』（奈良大学文学部地
理学科）61－74頁

2009年3月

2008年4月

2009年2月 小林茂編『近代日本の地図作製と
アジア太平洋地域』（大阪大学出
版会）446－453頁

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（その他）

（学会発表）

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

石原潤・馬平・秋山元
秀・高橋健太郎編『寧
夏回族自治区の経済と
文化』

科学研究費基盤研究Ａ）による
調査の報告

科学研究費基盤研究(A)による調
査の報告

外邦図研究グループでの報告を
基に執筆。

中国都市の生活空間を扱った近
刊書の書評。

現在の中国の地図事情について
思うところを記した。

中国の都市の現状を報告した。


